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Info ＆ News
インフォ　アンド　ニュース

こばやし協働

協働により「九州一  安心安全なまち  小林市」
を目指して

News
奉仕作業

10 月は、シルバー事業普及啓発促進月
間。市シルバー人材センターでは、

同 24 日に恒例の奉仕作業を行いました。同
センターの会員らが参加し、13 班に分か
れて市内各地の清掃や草刈りなどを実施。
窪
く ぼ た

田明
あ き お

雄理事長は「自分たちができる範囲
で、地域の皆さんが通る道を私たちの手で
安全に、きれいにできれば」と話していま
した。翌 24 日には、同センター前広場でシ
ルバーフェスタを開催しました。

シルバー人材センター会員
市内一円で奉仕作業 

会員らによる奉仕作業。市内各地で、草刈りやご
み拾いなどが行われました

（独）防災科学技術研究所と協力し、防災に関するインターネットサイト「小林市ポータル」を実
験的に運用しています。市内の自主防災組織が作成した防災マップなどを閲覧できます。市民協働
による防災の取り組みをのぞいてみませんか。（問：小林市市民活動支援センター℡ 27‐3177）

防 災 の 実 証 実 験 サ イ トちょっと覗いてみませんか 「小林市地域ポータル」

News
地域医療

講演する吉村教授。会には医療関係者や地域住民
など約 280 人が来場し、理解を深めました

住 み慣れた地域でいつまでも暮らせる
まちづくりを目指すため、西諸医師

会主催の地域医療講演会が、10 月 29 日、文
化会館で行われました。宮崎大学医学部地
域医療・総合診療医学講座の吉

よ し む ら

村学
まなぶ

教授が
講師として登壇。吉村教授は、医療従事者
の連携に加え、地域住民を巻き込むことの
重要性を説き、「地域の絆や郷土愛を育むた
めの体制の整備をしていかなければならな
い」と訴えました。

地域包括ケアの構築のために
地域医療講演会を開催

News 永久津小・中の児童・生徒ら
認知症高齢者と稲刈り

オレンジ米プロジェクト

永 久津小５・６年生と同中全校生徒らが
認知症の高齢者と認知症サポーター

リーダーとで６月に植えた稲の収穫を行いま
した。児童・生徒には認知症への理解を、認
知症患者には農作業を通じて症状の緩和を図
ることが目的。同小 5 年の大

おおひら

平悠
ゆ う た

太さんは「み
んなで協力してできたので良かった。またやっ
てみたい」と話していました。12 月６日には
収穫祭を開催し、餅つき大会を行う予定です。

田植えをする児童・生徒ら。収穫した米の一部は、
オレンジ米として販売される予定です

News 地域の福祉のために活用
細野小で集められた募金寄贈

赤い羽根共同募金

同校児童と種子田会長。「思いの詰まった募金。
大切に使わせていただきます」と種子田会長

市 内各小中学校で行われている「赤い羽
共同募金」。細野小では、11 月 11 日、

贈呈式が行われました。同校児童が全校児童
から集めた募金 5694 円を社会福祉協議会の
種
た ね だ

子田與
よ い ち

市会長に贈呈。代表して同校６年の
平
ひ ら の い っ き

野一輝さんと小
お が わ

川磨
ま み

美さんが「みんなで協
力して集めました。福祉のために大切に使っ
てください」とあいさつしました。集められ
た募金は、地域福祉活動などに使われます。

小林市防災・防犯メールの登録者数１万人を突破！

　災害や身近な防犯情報をお届
けする「小林市防災・防犯メー
ル」。11 月 17 日、市で目標
にしていた登録者数１万人を突
破しました。防災・防犯メール
は、今後も「九州一安心・安全
なまちづくり」の推進のため継
続していきます。まだ登録して

いない人は、いざというときの
ために、ぜひ登録をお願いしま
す。携帯電話やスマートフォン
のカメラ機能で、右の QR コー
ドを読み取り、本文に「ぼうさ
い」と入力し、送信すると登録
できます。（問：危機管理課　
℡ 23‐1175）
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耕作放棄地解消のため薬草など活用した先進地視察

きずな協働体 野尻地区今月は、

取 り 組 み を 紹 介 し ま す
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輝 けフロンティアのじり
の地域整備委員会で

は、高齢者の生きがいづくり
を目的に、薬草・ハーブを活
用した耕作放棄地解消事業に
取り組んでいます。10月20日、
同委員会古

ふ る か わ

川幸
ゆ き ひ ろ

廣委員長や技
術協力をしている県薬草セン
ター職員、ハーブ愛好会、JA

職員など 10 人で市内２カ所
（黒沢津地区・立野地区）と
熊本県あさぎり町（あさぎり
薬草生産組合）を視察。栽培
方法や収穫方法、管理方法な
どを学んできました。古川委
員長は「学んだことを今後の
活動に生かすため検討してい
きます」と話していました。


